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このメールジャーナルは今までは SABSNPO の内部向けのものでしたが、今回も、ひょっとして、 少しでも興味を持って

いただけるかも知れない方々にも配信を始めることにしました。 受信をしたくないと思われる方々は恐れ入りますが、そ

の旨、下記 メールあて先にお知らせください。 

このメールは特に保存してくださらなくても、ジャーナルのバックナンバーとしてホームページ（上記 URL）にありますの

でいつでもごらんになれます。 

 

1）今日の話は昨日の続き、今日の続きはまた明日。 

1-1 「 芸術 と 技術」 ルイス. マンフォード著  

岩波新書 159 (1985)  生田勉・山下泉訳 
1951 年の「バンプトン・レクチュア」がコロンビア大学から 1952 年

に出版され、1954 年に日本では新書として翻訳出版されました。更に

1985 年に新改訳版が出版されました。 時代の差もあることながら、

大学の講義としては、あまりにも大雑把な議論なので少し調べてみま

した。 
1-2 はじめは、翻訳のために起こる考えのずれかと思って原文を幾つかあ

たってみました。しかし、大体に於いて、「その様に翻訳せざるを得な

いなあ」というのがその感触でありました。 
英語表題は「Art and Technics」 です。ラテン語系の Art（＜Ars）と

ギリシャ語系の Technics（＜Techne）です。本来の英語ではどちらも

Skill です。 Arts and Sciences からの連想でもありましょうが、Art 
が何故、単数なのでしょうか？ Art は本書では、Fine(Aesthetic)Arts 
のことであるらしい。 アメリカ風に Artist が行うものが Art、すな

わち、ここでは FineArts（美術）のことであるらしいのです。 アメ
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リカでは Science を直接に定義せず Scientist が行うものとしたのと

同じやり方です。 
一方、マンフォードさんはフランス語風の Technique(技巧)でも無く、

Technology(技術学)でもなく、比較的新しい言葉である Technics(技術)
を用いたそうです。しかし、この言葉は既に 1900 年の辞書には出てい

るのです 
1-3 確かな定義はなされていないようですが、Art は きわめて個性的な

ものであり一方 Technics は標準化可能なものであって大衆のものであ

るということのようです。日本語でも使いそうな通俗的な用い方です。

しかし、このマンフォードさんは著名な建築家であるので、絵は沢山

描いておられる筈ですが、この人は絵画の基本的な理解と親和性が無

いらしいのです。 絵画のためには多くの科学的な技術と知識が必要

なのです。 レオナルド・ダ・ヴィンチを視てみなさい。芸術工房の

成り立ちを見てみなさい。TechnicsはArtsと対立するものではなくて、

その中核を成すものなのです。この翻訳では省かれていますが、原本

の序説にはマンフォードさんの自伝があります。 彼の若い時代には

芸術の世界とはあまり接触は無かったらしいのです。 子供のときの

影響は最後まで残るものです。いわゆるパリのアメリカ人的な芸術に

対する基本的な共感を持って育っている様です。 
1-3 芸術家ができる世界はだんだんと小さくなってきて、今では、画面の

設定だけになってしまっています。いろいろの場面が標準化されるよ

うになり、いわゆるもう世界の人が見に来るような芸術はもう現れな

いのかもしれません。 
1-4 一方では、学術論文の世界でも、かっては写真が一つの事実の証拠と

なっていたのに、今では、画像が自由に改変出来る様になって来て、

写真に証拠能力が無くなってきているのも事実です。 
   

２）第 27 回定例会の報告 

2-1 出席者数 5 名   ジャーナル送付先 362 
2-2 ASTM, CEN-DIN  ISO などの事情を説明しました。 
   何処の国でも、世界機関でも標準化は必ずしも十分に系統化されている訳で

は在りません。 
2-3｢JIS K3600 バイオテクノロジー用語｣の資料を配布しました、。 

 

３) 第 28 回定例会のお知らせ 
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バイオテクノロジー標準化支援協会 第 28 回 定例会 
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日時 2011 年 05 月 27 日(金) 午後１時 30 分―４時 0 分 
   参加費：無料 
 

＊ （定例会は会員でも会員でなくても自由に出席して、自由に発言も出来ます。） 
＊  友人同士誘い合わせてご出席ください。出席するのが面倒な方はメールでご意見をお

寄せください。 

   
場所 八雲クラブ（ニュー渋谷コーポラス 10 階-1001 号）(首都大学東京同窓会）  
   住所： 渋谷区宇田川町 12-3 
   電話番号： 03-3770-2214  
 

話題   

日本工業規格 リパーゼ を考える。  

①  JIS 
JISK0601  工業用リパーゼの活性度 定方法 測

K0608JIS   リパーゼの定量方法 
② 酵素製剤が使用される領域 は次の 11 分野でありリパーゼが特に利用される領域を

赤字で示した。 
  1 農薬  ２食品  ３飼料 ４化粧品  ５医薬品 ６環境  ７洗剤   

８有機化学品  ９診断 １０ 計測  １１ 繊維 

③  
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４）ホームページに e-library のリストがあります。 会員の方はその中から

希望のものをご指摘ください。 
 

 


